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令和６年度年間指導計画・評価計画（保健体育科）       福生第二中学校 第２学年      

月 
単元・題材名（時

数） 
目標 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

４ 

～ 

６ 

 

陸上競技（１０） 

・走り幅跳び 

・記録の向上や競争

の楽しさや喜びを味

わい、技術の名称や

行い方などを理解

し、基本的な動きや

効率のよい動きを身

に付けることができ

るようにする。 

・動きなどの自己の

課題を発見し、合理

的な解決に向けて運

動の取り組み方を工

夫するとともに、自

己の考えたことを他

者に伝えることがで

きるようにする。 

・陸上競技の学習に

積極的に取り組み、

ルールやマナーを守

ることや一人一人の

違いに応じた課題や

挑戦を認めることな

どに意欲をもち、健

康や安全に気を配る

ことができるように

する。 

 

【知識】 

・陸上競技の特性や

成り立ち、技の名称

や行い方、その運動

に関連して高まる体

力などについて理解

している。 

【技能】 

<走り幅跳び> 

・スピードに乗った

助走から素早く踏み

切って跳ぶことがで

きる。 

・動きなどの自己の

課題を発見し、合理

的な解決に向けて運

動の取り組み方を工

夫するとともに、自

己の考えたことを他

者に伝えている。 

・陸上競技に積極的

に取り組むととも

に、勝敗などを認

め、ルールやマナー

を守ろうとするこ

と、分担した役割を

果たそうとするこ

と、一人一人の違い

に応じた課題や挑戦

を認めようとするこ

となどをしたり、健

康・安全に気を配っ

たりしている。 

４ 

～ 

６ 

 

球技（１３） 

<ゴール型> 

・アルティメット 

<ネット型> 

・バレーボール 

・勝敗を競う楽しさ

や喜びを味わい、球

技の特性や成り立

ち、技術の名称や行

い方、その運動に関

連して高まる体力な

どを理解するととも

に、基本的なボール

や用具、バット操作

と仲間と連携した動

【知識】 

・球技の特性や成り

立ち、技術の名称や

行い方、その運動に

関連して高まる体力

などについて理解し

ている。 

【技能】 

<ゴール型> 

・ボール操作と空間

・攻防などの自己の

課題を発見し、合理

的な解決に向けて運

動の取り組み方を工

夫するとともに、自

己や仲間の考えたこ

とを他者に伝えてい

る 

・球技に積極的に取

り組むとともに、フ

ェアなプレイを守ろ

うとすること、作戦

などについての話合

いに参加しようとす

ること、一人一人の

違いに応じたプレイ

などを認めようとす

ること、仲間の学習
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月 
単元・題材名（時

数） 
目標 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

きで攻防を展開でき

るようにする。 

・攻防などの自己の

課題を発見し、合理

的な解決に向けて運

動の取り組み方を工

夫するとともに、自

己や仲間の考えたこ

とを他者に伝えるこ

とができるようにす

る。 

・球技の学習に積極

的に取り組み、作戦

などについての話合

いに参加することや

一人一人の違いに応

じたプレイを認める

ことなどに意欲をも

ち、健康や安全に気

を配ることができる

ようにする。 

 

に走り込むなどの動

きによってゴール前

での攻防をすること

ができる。 

<ネット型> 

・ボールや用具の操

作と定位置に戻るな

どの動きによって空

いた場所をめぐる攻

防をすることができ

る。 

を援助しようとする

ことなどをしたり、

健康・安全に気を配

ったりしている。 

４ 

～ 

７ 

 

体つくり運動（７） 

・体ほぐしの運動 

・体の動きを高める

運動 

・体を動かす楽しさ

や心地よさを味わ

い、体つくり運動の

意義と行い方、体の

動きを高める方法な

どを理解するととも

に、目的に適した運

動を身に付け、組み

合わせることができ

るようにする。 

・自己の課題を発見

し、合理的な解決に

向けて運動の取り組

み方を工夫するとと

もに、自己や仲間の

考えたことを他者に

【知識】 

・体つくり運動の意

義と行い方、体の動

きを高める方法など

について理解してい

る。 

・自己の健康や体力

の状態に応じて、体

の柔らかさ、巧みな

動き、力強い動き、

動きを持続する能力

を、それぞれ効率よ

く高めることができ

る組合せ方があるこ

となどについて理解

している。 

・自己の課題を発見

し、合理的な解決に

向けて運動の取り組

み方を工夫するとと

もに、自己や仲間の

考えたことを他者に

伝えている。 

・体つくり運動に積

極的に取り組むとと

もに、仲間の学習を

援助しようとするこ

と、一人一人の違い

に応じた動きなどを

認めようとするこ

と、話合いに参加し

ようとすることなど

をしたり、健康・安

全に気を配ったりし

ている。 
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月 
単元・題材名（時

数） 
目標 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

伝えることができる

ようにする。 

・体つくり運動の学

習に積極的に取り組

み、仲間の学習を援

助することや一人一

人の違いに応じた動

きなどを認めること

などに意欲をもち、

健康や安全に気を配

ることができるよう

にする。 

【運動】 

※評価しない 

７ 

～ 

９ 

 

水泳（６） 

・クロール 

・平泳ぎ 

・背泳ぎ 

・記録の向上や競争

の楽しさや喜びを味

わい、技術の名称や

行い方などを理解

し、泳法を身に付け

ることができるよう

にする。 

・泳法などの自己の

課題を発見し、合理

的な解決に向けて運

動の取り組み方を工

夫するとともに、自

己の考えたことを他

者に伝えることがで

きるようにする。 

・水泳の学習に積極

的に取り組み、分担

した役割を果たすこ

とや一人一人の違い

に応じた課題や挑戦

を認めることなどに

意欲をもち、健康や

水中の安全確保に気

を配ることができる

ようにする。 

 

【知識】 

・水泳の特性や成り

立ち、技術の名称や行

い方、その運動に関連

して高まる体力など

について理解してい

る。 

【技能】 

<クロール> 

・手と足の動き、呼吸

のバランスをとり速

く泳ぐことができる。 

<平泳ぎ> 

・手と足の動き、呼吸

のバランスをとり長

く泳ぐことができる。 

<背泳ぎ> 

・手と足の動き、呼吸

のバランスをとり泳

ぐことができる。 

 

 

 

 

 

・泳法などの自己の

課題を発見し、合理的

な解決に向けて運動

の取り組み方を工夫

するとともに、自己の

考えたことを他者に

伝えている。 

・水泳に積極的に取

り組むとともに、勝敗

などを認め、ルールや

マナーを守ろうとす

ること、分担した役割

を果たそうとするこ

と、一人一人の違いに

応じた課題や挑戦を

認めようとすること

などをしたり、水泳の

事故防止に関する心

得を遵守するなど健

康・安全に気を配った

りしている。 
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月 
単元・題材名（時

数） 
目標 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

７ 

～ 

９ 

 

器械運動（６） 

・跳び箱運動 

・技ができる楽しさ

や喜びを味わい、器

械運動の特性や成り

立ち、技の名称や行

い方、その運動に関

連して高まる体力な

どを理解するととも

に、技がよりよくで

きるようにする。 

・技などの自己の課

題を発見し、合理的 

な解決に向けて運動

の取り組み方を工夫

するとともに、自己

の考えたことを他者

に伝えることができ

るようにする。 

・器械運動の学習に

積極的に取り組み、

よい演技を認めるこ

とや一人一人の違い

に応じた課題や挑戦

を認めることなどに

意欲をもち、健康や

安全に気を配ること

ができるようにす

る。 

【知識】 

・器械運動の特性や

成り立ち、技の名称や

行い方、その運動に関

連して高まる体力な

どについて理解して

いる。 

【技能】 

<跳び箱運動> 

・切り返し系や回転

系の基本的な技を滑

らかに行うこと、条件

を変えた技や発展技

を行うことができる。 

・技などの自己の課

題を発見し、合理的な

解決に向けて運動の

取り組み方を工夫す

るとともに、自己の考

えたことを他者に伝

えている。 

・器械運動に積極的

に取り組むとともに、

よい演技を認めよう

とすること、仲間の学

習を援助しようとす

ること、一人一人の違

いに応じた課題や挑

戦を認めようとする

ことなどをしたり、健

康・安全に気を配った

りしている。 

７ 

 

体育理論（３） 

・運動やスポーツの

意義や効果と学び

方や安全な行い方 

・運動やスポーツの

意義や効果と学び方

や安全な行い方につ

いて理解することが

できるようにする。 

・運動やスポーツの

意義や効果と学び方

や安全な行い方につ

いて、課題を発見

し、その解決を目指

して思考し判断する

【知識】 

・運動やスポーツ

は、身体の発達やそ

の機能の維持、体力

の向上などの効果や

自信の獲得、ストレ

スの解消などの心理

的効果及びルールや

マナーについて合意

したり、適切な人間

関係を築いたりする

・運動やスポーツの

意義や効果と学び方

や安全な行い方につ

いて、自己の課題を

発見し、よりよい解

決に向けて思考し判

断するとともに、他

者に伝えている。 

・運動やスポーツの

意義や効果と学び方

や安全な行い方につ

いての学習に積極的

に取り組もうとして

いる。 
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月 
単元・題材名（時

数） 
目標 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

とともに、他者に伝

えることができるよ

うにする。 

・運動やスポーツの

意義や効果と学び方

や安全な行い方につ

いての学習に積極的

に取り組むことがで

きるようにする。 

などの社会性を高め

る効果が期待できる

ことなどについて理

解している。 

・運動やスポーツに

は、特有の技術があ

り、その学び方に

は、運動の課題を合

理的に解決するため

の一定の方法がある

ことなどについて理

解している。 

・運動やスポーツを

行う際は、その特性

や目的、発達の段階

や体調などを踏まえ

て運動を選ぶなど、

健康・安全に留意す

る必要があることな

どについて理解して

いる。 

９ 

～ 

１２ 

球技（２４） 

<ゴール型> 

・バスケットボール 

 

<ベースボール型> 

・ソフトボール 

※球技同上 【知識】 

※球技同上 

【技能】 

※ゴール型同上 

<ベースボール型> 

・基本的なバット操

作と走塁での攻撃、

ボール操作と定位置

での守備などによっ

て攻防をすることが

できる。 

※球技同上 ※球技同上 

１ 

～ 

３ 

 

ダンス（８） 

・現代的なリズムの

ダンス 

 

 

・感じを込めて踊っ

たりみんなで踊った

りする楽しさや喜び

を味わい、ダンスの

特性や由来、表現の

【知識】 

・ダンスの特性や由

来、表現の仕方、そ

の運動に関連して高

まる体力などについ

・表現などの自己の

課題を発見し、合理

的な解決に向けて運

動の取り組み方を工

夫するとともに、自

・ダンスに積極的に

取り組むとともに、

仲間の学習を援助し

ようとすること、交

流などの話合いに参
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月 
単元・題材名（時

数） 
目標 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仕方などを理解する

とともに、イメージ

を捉えた表現や踊り

を通した交流ができ

るようにする。 

・表現などの自己の

課題を発見し、合理

的な解決に向けて運

動の取り組み方を工

夫するとともに、自

己や仲間の考えたこ

とを他者に伝えるこ

とができるようにす

る。 

・ダンスの学習に積

極的に取り組み、仲

間の学習を援助する

ことや一人一人の違

いに応じた表現や役

割を認めることなど

に意欲をもち、健康

や安全に気を配るこ

とができるようにす

る。 

て理解している。 

【技能】 

<現代的なリズムのダ

ンス> 

・リズムの特徴を捉

え、変化のある動き

を組み合わせて、リ

ズムに乗って全身で

踊ることができる。 

己や仲間の考えたこ

とを他者に伝えてい

る。 

加しようとするこ

と、一人一人の違い

に応じた表現や役割

を認めようとするこ

となどをしたり、健

康・安全に気を配っ

たりしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

～ 

３ 

 

 

球技（１２） 

<ゴール型> 

・ハンドボール 

<ネット型> 

・バドミントン 

※球技同上 【知識】 

※球技同上 

【技能】 

※ゴール型同上 

※ネット型同上 

※球技同上 ※球技同上 
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月 
単元・題材名（時

数） 
目標 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

９ 

～ 

１２ 

 

保健分野（１６） 

・傷害の防止 

・個人生活における

健康・安全について

理解するとともに、

基本的な技能を身に

付けるようにする。 

・健康についての自

他の課題を発見し、

よりよい解決に向け

て思考し判断すると

ともに、他者に伝え

る力を養う。 

・生涯を通じて心身

の健康の保持増進を

目指し、明るく豊か

な生活を営む態度を

養う。 

【知識】 

・交通事故や自然災

害などによる傷害

は、人的要因や環境

要因などが関わって

発生することを理解

している。 

・交通事故などによ

る傷害の多くは、安

全な行動、環境の改

善によって防止でき

ることを理解してい

る。 

・応急手当てを適切

に行うことによっ

て、傷害の悪化を防

止することができる

ことを理解してい

る。 

【技能】 

・心肺蘇生法などの

技能を身に付けてい

る。 

・傷害の防止につい

て、危険の予測やそ

の回避の方法を考え

ているとともに、そ

れらを表現してい

る。 

・傷害の防止につい

ての学習に自主的に

取り組もうとしてい

る。 
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９ 

～ 

１２ 

・健康な生活と疾病

の予防 

※同上 【知識】 

・生活習慣病など

は、運動不足、食事

の量や質の偏り、休

養や睡眠の不足など

の生活習慣の乱れが

主な要因となって起

こること。また、生

活習慣病の多くは、

適切な運動、食事、

休養及び睡眠の調和

のとれた生活を実践

することによって予

防できることを理解

している。 

・がんは、がん細胞

が増殖する疾病であ

り、その要因には不

適切な生活習慣をは

じめ様々なものがあ

ることを理解してい

る。また、がんの予

防には、適切な生活

習慣を身に付けるこ

となどが有効である

ことを理解してい

る。 

・喫煙、飲酒、薬物

乱用などの行為は、

心身に様々な影響を

与え、健康を損なう

原因となること。ま

た、これらの行為に

は、個人の心理状態

や人間関係、社会環

境が影響することか

ら、それぞれの要因

に適切に対処する必

要があることを理解

している。 

・健康な生活と疾病

の予防について、課

題を発見し、その解

決に向けて思考し判

断しているととも

に、それらを表現し

ている。 

・健康な生活と疾病

の予防についての学

習に自主的に取り組

もうとしている。 
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